




自治振興組織等の活動支援�
　携帯電話エリア整備事業�
　定住促進対策事業�
　志津見ダム周辺環境整備�
　旧小田小学校の改修�
　飯南ブランド確立推進事業�
　町議会議員選挙実施経費�
☆ＣＡＴＶ整備事業�
☆旧谷小学校の改修�
☆酒づくり交流館の改修�

　福祉活動の推進�
　養護老人ホーム入所措置�
　老人福祉対策の推進�
　障害者福祉対策の推進�
　保育サービスの実施�
　児童手当の給付�
☆子ども等医療費助成事業�
�

　感染症・結核の予防�
　健康増進事業�
　乳幼児健診等子育て支援�
　飯南病院の運営支援�
�

　商工会活動運営の支援�
　中小企業制度融資資金事業�
☆中小企業制度融資保証料補助事業�
 　�
�

　中山間直接支払事業�
　農地・水・農村環境保全事業�
　農作物鳥獣被害防止事業�
　優良牛確保対策事業�
　地籍調査事業の促進�
　造林事業の実施�
　森林整備地域活動支援交付金�
　がんばる地域応援総合整備事業�
☆ヤマトイモ推進事業�

　町道の除雪対策�
　町道塚原和田線の整備�
　町道花栗張戸線の整備�
　緊急避難道路の整備�
　公営住宅建設事業�
☆町道松本頓原線の整備�
☆町道伊比線維持補修事業�
�

　消防団活動費等�

　
　飯南高校への支援�
　小学校教育の推進�
　中学校教育の推進�
　公民館活動の推進�
　放課後子どもプラン推進事業�
　埋蔵文化財発掘調査�
　学校給食の支援�

　　

●資本的収入の不足額 4,765万円は、当年度分損益勘定留保資金
　（減価償却費など）4,765万円で補てんします。

入院、外来診療収入、健診事業収入

他会計からの補助金

人件費、薬品費、診療材料費

借入金利息

一般会計からの出資金

医務機器購入のための補助金

医務機器購入のための借入金

医務機器備品購入費

施設建設などの元金返済

国 民 健 康 保 険 事 業 �
老 人 保 健 事 業 �
後期高齢者医療事業�
介護保険サービス事業�
簡 易 水 道 事 業 �
下 水 道 事 業 �
住宅新築資金等貸付事業�

保険者としての医療費負担

高齢者医療費の負担

高齢者医療費の負担

訪問看護事業

飲料水の供給・区域拡大、老朽管更新

施設の維持管理、処理施設整備

公債費の償還

一般会計予算の主な使いみち

7億8,425万円�
640万円�

1億5,695万円�
2,567万円�

3億1,545万円�
5億2,865万円�

125万円�

�
1,121万円�

…1億2,952万円�
　…………2,861万円�

　…3,000万円�
………6,150万円�

3,116万円�
…1,037万円�

　…………3,566万円�
　…………8,117万円�

………368万円�
�

�
…………… 3,340万円�

……6,711万円�
…………2,995万円�
　……1億2,178万円�
………1億5,793万円�

………………3,502万円�
……1,066万円�

�

�
…………1,261万円�

………………3,935万円�
……789万円�

……3億1,127万円�
　�
�

……1,621万円�
　…300万円�
200万円�

�

�
…1億4,132万円�

1,591万円�
　…  395万円�

　………  540万円�
………5,665万円�

　………1億3,131万円�
1,757万円�
301万円�

　………1,489万円�
�
�

�
……………2,933万円�

…1億3,222万円�
…1億3,121万円�
………2,001万円�

　………1億9,395万円�
　……1億141万円�
　…2,001万円�

�
�

　…………2,999万円�

�
………   518万円�
………7,654万円�
………4,705万円�
　………2,484万円�

471万円�
　………499万円�

　…………4,067万円�
☆新規事業

その他の経費�

投資的経費�

義務的経費�

依存財源�

自主財源自主財源�自主財源�



総
務
課

　
課
　
長
…
安
部
忠
司

◆
総
務
担
当
　
fi
７
６
・
２
２
１
１

　
主
な
仕
事
　
行
政
一
般
、庶
務
、情
報
公

　
開
、秘
書
、消
防
、防
災
、課
長
会
議
、選
挙

　
塚
原
隆
昭
　
澤
田
和
彦

　
鳥
屋
ヶ
原
由
紀
　

◆
財
政
管
理
担
当
fi
７
６
・
２
８
６
４

　
主
な
仕
事
　
入
札
、財
産
、文
書
管
理
、

　
予
算
、町
債
、基
金
、地
方
交
付
税

　
長
島
淳
二
　
高
橋
克
裕

　
安
田
健
一

◆
行
革
・
情
報
担
当
fi
７
６
・
２
９
０
２

　
主
な
仕
事
　
行
革
推
進
、統
計
、情
報
、

　
広
聴
広
報

　
永
井
あ
け
み
　
森
山
雄
三

住
民
課
　
　   

fi
７
６
・
２
２
１
３

　
課
　
長
…
和
久
利
　
久
　

◆
町
民
生
活
担
当

　
主
な
仕
事
　
保
育
所
、交
通
安
全
、環
境

　
衛
生
、戸
籍
、住
民
基
本
台
帳
、地
域
交
通

　
伊
藤
厚
志
　
渡
邊
典
子

　
湯
立
美
智
恵
　
景
山
貴
文

　
北
野
　
　
恵
　

◆
税
務
担
当

　
主
な
仕
事
　
税
務
、国
保
料
、後
期
高
齢

　
徴
収
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
那
須
和
博
　
後
長
隆
哉

　
吉
井
健
司

政
策
推
進
課
fi
７
６
・
２
２
１
４

　
課
　
長
…
松
田
辰
志
　

◆
商
工
観
光
担
当

　
主
な
仕
事
　
観
光
、商
工
業
振
興
、労
働

　
対
策

　
高
木
ゆ
か
り
　
烏
田
範
昭

◆
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
担
当

　
主
な
仕
事
　
生
命
産
業
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
事
業
、特
産
品
開
発
、企
業
誘
致
、雇

　
用
促
進

　
田
部
宏
幸
　
三
島
光
暁

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
室
　
長
…
中
祖
　
勉

◆
企
画
定
住
担
当

　
主
な
仕
事
　
企
画
、定
住
対
策
、土
地
利
用

　
藤
原
将
洋
　
三
上
大
輔

◆
地
域
振
興
担
当

　
主
な
仕
事
　
地
域
振
興
、ダ
ム
、都
市
交
流

　
内
田
寿
一
　
立
脇
峰
子

議
会
事
務
局
fi
７
６
・
２
１
９
０

　
事
務
局
長
…
松
本
　
稔
　

　
主
な
仕
事
　
議
会
運
営
、監
査

出
納
室
　
　   

fi
７
６
・
２
２
１
５

　
会
計
管
理
者
…
杤
木
宣
夫

　
主
な
仕
事
　
出
納
事
務
、指
定
金
融
機

　
関
、決
算
事
務
、財
産
管
理

　
石
橋
美
枝
子

里
山
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
道
の
駅
赤
来
高
原
‥
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

◆
里
山
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
　
�

　
　
　
　
　
　   

fi
７
６
・
２
９
０
３

　
主
な
仕
事
　
地
域
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販

　
売
等
の
促
進
、地
域
情
報
の
発
信

　
奥
野
憲
孝
　
安
部
亜
裕
子

頓
原
窓
口
　  

fi
７
２
・
０
３
１
１

　
主
な
仕
事
　
窓
口
事
務
、他
庁
舎
業
務

　
の
補
完
、自
治
区
長
会

　
戸
田
　
修
　
山
中
律
子

　
塚
原
　
誠

農
林
課
　
�   

fi
７
２
・
０
３
１
３

　
課
　
長
…
熊
谷
利
夫

◆
農
林
業
担
当

　
主
な
仕
事
　
水
田
農
業
、果
樹
、園
芸
、

　
林
業
、畜
産
、有
害
鳥
獣
、土
地
改
良
区

　
岸
　
一
輝
　
藤
原
　
裕

　
藤
原
一
也
　
門
脇
貴
子

　
田
村
　
剛
　
難
波
慎
司

◆
地
籍
調
査
担
当

　
主
な
仕
事
　
地
籍
調
査

　
神
田
　
進
　
山
戸
栄
吉

　
藤
原
靖
久

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
fi
７
２
・
０
３
１
３

　
主
な
仕
事
　
農
業
委
員
会
、農
地
事
務

　
恒
松
眞
司

建
設
課

　
課
　
長
…
杤
木
博
文

◆
土
木
担
当
　 

fi
７
２
・
１
９
０
０

　
主
な
仕
事
　
公
共
土
木
、農
林
土
木
、災

　
害
復
旧
、土
地
開
発
公
社
、公
営
住
宅

　
田
原
久
雄
　
大
谷
哲
也

　
桐
原
　
敏
　
本
間
康
浩

　
星
野
　
崇

◆
上
下
水
道
担
当
fi
７
２
・
１
０
４
１

　
主
な
仕
事
　
水
道
、下
水
道
、農
業
集
落

　
排
水
、合
併
浄
化
槽

　
田
中
慎
二
　
三
島
智
恵

　
和
田
真
一

志
々
支
所
　  

fi
７
３
・
０
０
０
１

　
支
所
長
…
戸
田
　
修

　
主
な
仕
事
　
窓
口
事
務
、他
庁
舎
業
務

　
の
補
完

　
藤
原
由
実
子

教
育
委
員
会（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
教
育
長
…
安
部
　
亘

　
次
　
長
…
金
子
幸
範

◆
学
校
教
育
担
当
fi
７
２
・
０
３
０
１

　
主
な
仕
事
　
庶
務
、教
育
行
政
統
括
、学

　
校
教
育

　
深
石
尚
志
　
野
津
史
昭

　〔
校
務
技
術
員
〕

　
佐
々
木
克
己
　
岡
田
　
朗

　
吉
村
賢
三
　
岸
野
富
夫

　
田
村
利
哉

◆
社
会
教
育
担
当
fi
７
２
・
１
７
７
６

　
主
な
仕
事
　
社
会
体
育
、人
権
教
育
、公

　
民
館
協
議
会
、文
化
振
興
、文
化
財
保
護

　
山
崎
順
子
　
那
須
忠
巳

　
石
飛
幹
祐

保
健
福
祉
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
課
　
長
…
空
岡
　
健

◆
保
健
担
当
　 

fi
７
２
・
１
７
７
０

　
主
な
仕
事
　
国
保
給
付
、後
期
高
齢
給

　
付
、子
育
て
、母
子
保
健
、予
防
接
種
、健

　
康
づ
く
り

　
森
山
　
篤
　
田
村
　
正

　
海
田
竜
一

　〔
保
健
師
〕

　
本
村
潮
美
　
渡
邊
亮
子

　
石
飛
悦
子
　
田
村
素
子

　
神
田
香
阿
里

　〔
栄
養
士
〕石
橋
佐
知
子

◆
福
祉
担
当
　 

fi
７
２
・
１
７
７
０

　
主
な
仕
事
　
社
会
保
障
、介
護
保
険
、介

　
護
予
防（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）、

　
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
山
田
弘
幸
　

　〔
看
護
師
〕小
玉
千
恵
　
石
橋
奈
美

　〔
保
健
師
〕山
戸
由
紀

◆
福
祉
事
務
所
fi
７
２
・
１
７
７
３

　
所
　
長
…
山
下
英
次

　
主
な
仕
事
　
生
活
保
護
、高
齢
者
福
祉
、

　
障
害
者
福
祉
、児
童
福
祉

　
藤
原
清
伸
　
安
部
　
農

　
林
　
泰
宏

来
島
支
所
　  

fi
７
６
・
２
３
９
３

　
支
所
長
…
和
久
利
　
久

　
主
な
仕
事
　
窓
口
事
務
、他
庁
舎
業
務

　
の
補
完

　
熊
谷
か
お
り

来
島
保
健
セ
ン
タ
ー
fi
７
６
・
３
８
０
０

　
主
な
仕
事
　
保
健
福
祉
の
指
導
・
相
談

　
今
岡
徳
人

来
島
診
療
所
fi
７
６
・
２
３
０
９

　
所
　
長
…
安
田
　
勲
　

　
看
護
師
長
…
舛
田
孝
子

　
主
な
仕
事
　
診
療
、診
療
介
助
、栄
養
、

　
放
射
線
、検
査
、診
療
報
酬
業
務

　〔
看
護
師
〕宍
戸
紫
乃
　
高
橋
香
織

　〔
検
査
技
師
〕原
　
恵
子

　〔
事
　
務
〕大
坂
俊
光

桜
ヶ
台
保
育
所
fi
７
２
・
０
２
３
７

　
所
　
長
…
吾
郷
須
摩
子
　

　〔
保
育
士
〕奥
野
陽
子
、景
山
慈
子

　〔
調
理
師
〕飯
島
恵
美
子

さ
つ
き
保
育
所
fi
７
３
・
０
４
７
４

　
所
　
長
…
吾
郷
須
摩
子
　

　〔
保
育
士
〕花
田
理
加

赤
名
保
育
所
fi
７
６
・
２
７
９
２

　
所
　
長
…
和
久
利
　
久

　〔
保
育
士
〕

　
原
　
美
佳
　
小
林
祐
子

　
畑
　
雅
子

　〔
調
理
師
〕藤
原
智
恵
子

来
島
保
育
所
fi
７
６
・
３
２
８
４

　
所
　
長
…
難
波
敦
子
　

　〔
保
育
士
〕

　
景
山
直
美
　
山
根
寛
子

　
朝
津
直
哉

　〔
調
理
師
〕空
岡
悦
子

　
院
　
長
…
萬
代
恵
治
　
　
　

診
療
部

　
部
　
長
…
萬
代
恵
治

　
主
な
仕
事
　
診
療

　〔
医
師
〕

　
清
原
芳
郎
　
石
橋
和
樹

　〔
歯
科
医
師
〕三
上
隆
浩

医
療
技
術
部

　
主
な
仕
事
　
薬
剤
、栄
養
、放
射
線
、検

　
査
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、歯
科
衛
生

　〔
管
理
栄
養
士
〕

　
奥
野
裕
衣

　〔
診
療
放
射
線
技
師
〕

　
廣
江
智
亮
　
田
部
裕
子

　〔
臨
床
検
査
技
師
〕

　
藤
原
絹
子
　
小
野
智
子

　〔
理
学
療
法
士
〕嘉
田
将
典

　〔
歯
科
衛
生
士
〕

　
松
村
治
香
　
那
須
有
美
子

地
域
医
療
部 

fi
７
２
・
１
７
８
１

　
主
な
仕
事
　
入
退
院
調
整
、病
々
・
診
療

　
連
携
、医
療
相
談
、訪
問
看
護
、健
診

　
次
　
長
…
安
田
　
勲

　〔
看
護
師
〕小
玉
千
恵（
兼
）

◆
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　〔
看
護
師
〕

　
須
山
奈
穂
子
　
明
見
民
子

管
理
部
　
�   

fi
７
２
・
０
７
３
０

　
事
務
長
…
石
橋
洋
司

　
主
な
仕
事
　
庶
務
、人
事
、診
療
報
酬
業

　
務
、受
付

　
大
坂
俊
光（
兼
）　
渡
邊
博
司

看
護
部

　
看
護
師
長
…
加
瀬
部
洋
子

　
主
な
仕
事
　
看
護
、診
療
介
助

　〔
看
護
師
〕

　
岩
崎
孝
美
　
花
籠
加
奈
枝

　
三
原
愛
子
　
森
山
文
恵

　
那
須
佐
智
子
　
石
田
好
子

　
渡
辺
洋
子
　
柳
原
詠
子

　
加
瀬
部
初
恵
　
松
村
睦
子

　
大
上
千
恵
　
貝
森
優
子

　
田
中
多
美
　
松
村
和
茂

　
藤
原
真
理
子
　
宍
戸
陽
子

　
湯
丹
百
合
子
　
石
田
裕
美

　
森
田
尚
美
　
森
口
由
美
子

　
米
原
美
水
　
澤
田
由
紀
子

　
夏
野
圭
子
　
明
見
葉
子

　
藤
原
友
美

　〔
看
護
助
手
〕

　
上
田
幸
子
　
戸
田
秀
子

　
岸
　
菜
穂
子

雲
南
市
・
飯
南
町
事
務
組
合

　
三
上
光
一

雲
南
広
域
連
合

　
関
島
哲
郎
　
岡
田
祐
也

fi
７
６
・
２
２
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１

fi
７
２
・
０
３
１
１

fi
７
２
・
０
２
２
１（
代
）



　
４
月
１
日
付
で
、景
山
登
美
男
さ
ん（
頓
原
‥
町
区
）が
副

町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
南
町
役
場
で
培
わ
れ
た
様
々
な
行
政
経
験
を
生
か

し
、町
長
の
補
佐
役
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
31
日
付
で
、田
部
五
月
副

町
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
部
副
町
長
は
、平
成
19
年
４

月
に
副
町
長
と
し
て
就
任
、行
政

改
革
や
総
合
振
興
計
画
の
推
進
等
、

町
の
行
政
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
行
財
政
が
圧
迫
さ
れ
る
中
、豊

富
な
行
政
経
験
を
生
か
し
た
田
部

副
町
長
の
取
り
組
み
は
、財
政
の

危
機
的
状
況
か
ら
の
回
避
や
、更

な
る
飯
南
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
営
バ
ス
の
運
行
は
、

引
き
続
き
通
学
と
通
院
を
主
目
的

と
し
た
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

　
巡
回
バ
ス
の
程
原
ル
ー
ト
は
、

乗
車
率
が
低
率
で
あ
っ
た
た
め
、

20
年
度
で
運
行
を
取
り
や
め
ま
し

た
。同
ル
ー
ト
は
今
後
、県
が
実
施

す
る「
自
治
会
等
輸
送
活
動
支
援

モ
デ
ル
事
業
」の
活
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、行
政
が
車
両
を

地
域
に
貸
し
出
し
、地
域
住
民
主

体
で
運
行
す
る
新
た
な
交
通
手
段

で
す
。県
の
採
択
を
受
け
次
第
、導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
月
31
日
付
で
、次
の
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

　
景
山
泰
治（
議
会
事
務
局
長
）

　
景
山
登
美
男（
飯
南
病
院
事
務
長
）

　
景
山
鐡
雄（
会
計
管
理
者
）

　
山
下
弘
一（
来
島
支
所
長
）

　
藤
原
幸
子（
保
健
福
祉
課
主
査
）

　
伊
藤
志
津
江（
総
務
課
主
査
）

　
小
野
充
子（
赤
名
保
育
所
長
）

　
和
久
利
悦
子（
来
島
保
育
所
主
任
保
育
士
）

　
八
嶋
敏
江（
来
島
診
療
所
主
任
看
護
師
）

　
吉
田
和
久（
飯
南
病
院
薬
剤
師
）

　
３
月
31
日
付
で
、次
の
職
員
が

離
任
し
ま
し
た
。※（
　
）は
着
任
先

　
飯
南
病
院
医
師

　
門
脇
智
子（
邑
南
病
院
）

　
政
策
推
進
課

　
西
　
満
広

　（
島
根
県
農
林
水
産
部
林
業
課
）

　
飯
南
町
は
、５
つ
の
公
民
館
で
地

域
の
特
性
や
伝
統
文
化
等
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
様
々
な
活
動
を
実
践
し

て
お
り
、生
涯
教
育
の
中
核
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、教
育
委
員
会
で
新
た

に「
公
民
館
協
議
会
」を
設
立
し
、同

会
で
雇
用
形
態
を
統
一
し
た
公
民
館

主
事
を
雇
用
し
、公
民
館
事
業
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
配
置
さ
れ
た
公
民
館
主

事
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

公
民
館
主
事

◆
赤
名
公
民
館

　
山
下
弘
一
さ
ん（
上
来
島
）

◆
谷
公
民
館

　
門
脇
順
子
さ
ん（
井
戸
谷
）

◆
来
島
公
民
館

　
景
山
泰
治
さ
ん（
上
来
島
）

◆
頓
原
公
民
館

　
石
川
　
隆
さ
ん（
頓
原
‥
町
区
）

◆
志
々
公
民
館

　
伊
藤
志
津
江
さ
ん（
角
井
）

経歴

昭和50年10月1日 頓原町役場勤務
平成17年1月 飯南町住民課長
平成19年4月 同町自治振興課長
平成20年4月 飯南病院事務長

建設課　主事

星野　　崇
（上来島）

政策推進課　主事

烏田　範昭
（上来島）

石橋　和樹
担当診療科：内科
出身地：邑南町
前任病院：
隠岐広域連合立
隠岐島前病院

　
４
月
１
日
付
で
、次
の
２
人
を
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
付
で
、飯
南
病
院
へ

着
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

飯
南
病
院
新
医
師
紹
介�

　
「
公
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
」の

作
成
作
業
が

終
了
し
、
３
月

24
日
、県
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、今
後
の
病
院
経
営

と
地
域
医
療
の
在
り
方
を
方
向
づ

け
る
も
の
で
、具
体
的
な
改
善
策
を

施
す
た
め
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
は
策
定
し
ま
し
た
が
、医
師

が
減
員
と
な
る
予
期
し
な
い
状
況

と
な
っ
た
た
め
、改
め
て
検
討
し
、

早
急
に
病
院
経
営
の
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

志
津
見
ダ
ム
本
体
工
事
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
が
３
月
24
日
に
終
了

し
、今
秋
か
ら
ダ
ム
湖
内
の
試
験

湛
水
が
始
ま
り
ま
す
。

　
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、国
、

県
、地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
進
め
ま
す
。各
種
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
、湖
内
管
理
な
ど
、

将
来
に
わ
た
る
課
題
も
あ
り
、精

力
的
に
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
ポ
ピ
ー
祭
・
コ
ス
モ
ス

祭
は
例
年
通
り
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。志
津

見
ダ
ム
事
業
は
平
成
22
年
度
末
の

完
了
を
め
ざ
し
ま
す
。

川柳川柳





　
写
真
を
撮
り
に
町
内
に
出
か
け
た
と

こ
ろ
、頓
原
小
和
田
地
区
の
川
沿
い
に

桜
並
木
を
見
つ
け
ま
し
た
。普
段
は
見

過
ご
し
て
い
る
風
景
で
す
が
、こ
こ
ぞ

と
ば
か
り
に
咲
き
誇
る
姿
に
、思
わ
ず

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
今
年
の
開
花
は
例
年
に
比
べ
、全
国

的
に
少
し
早
い
よ
う
で
す
。�

　「
飯
南
町
住
民
提
案
型
事
業
」は
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
や
、地
域

活
動
の
事
業
化
な
ど
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
支
援
し
よ
う
と
、平
成
18

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
５
団
体
の
事
業
を
採

択
し
ま
し
た
が
、今
年
度
も
引
き

続
き
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、地
域
の
特
性
を

生
か
し
た「
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
事

業
」の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 

企
画
・
研
究
部
門

（
助
成
率
10
分
の
10
、最
高
10
万
円
）

住
民
自
ら
が
実
施
す
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
関
す
る
調
査
、勉
強
会

の
開
催
、計
画
づ
く
り
な
ど

実
践
事
業
部
門

（
助
成
率
10
分
の
８
、最
高
50
万
円
）

ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
や
ア
イ
デ
ア

を
も
つ
住
民
が
自
主
的
に
企
画
実

践
す
る
事
業

■

　
６
月
19
日（
金
）

■　
対
象
者
や
経
費
に
つ
い
て
一
部

制
限
が
あ
り
ま
す
。募
集
要
項
等

を
ご
確
認
の
う
え
、審
査
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■　
政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
℡
７
６
・
２
２
１
４

今年度の保険料月額は14,660円となりました。付加保険料月額は、前年度と同額の400円です。
保険料納付は、まとめて事前に支払う前納制度や、口座振替が便利でお得です。口座振替の手続きは、役場、
各社会保険事務所、一部の金融機関の窓口に備え付けられている申込用紙によりお申し込みください。

平成21年2月1日現在で飯南町に住所のあった方には、定額給付金給付申請書を送付し、役場各庁舎支所で給付
金交付の手続きを行っています。
申請書の受付期間は、9月17日（木）までとなっていますが、お忘れにならないよう、早めの申請をお願いします。
■ 　・定額給付金申請書　※代理申請や口座の登録が無い場合、確認書類添付書の提出も必要
です。
■ 　役場から送付した返信用封筒で郵送いただくか、役場各庁舎支所に提出してください。
■ 　住民課町民生活担当　℡７６・２２１３

自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に対して課税されますが、年度途中で抹消手続きをされると、税額
が月割りで減額されます。また、車検を受けるときは「納税証明書（継続検査用）」が必要ですので、車検証と
一緒に大切に保管してください。
口座振替やペイジーで納付された方へは、６月中に納税証明書を送付します。
■ 　５月１日（金）～６月１日（月）
■ 　金融機関、コンビニエンスストア、県民センター窓口、
　　　　　　ペイジー納付（ペイジー対応ＡＴＭ等）
■
　東部県民センター
�℡０８５２・３２・５６２６ （課税に関すること）
�℡０８５２・３２・５６２９ （納税に関すること）

飯南病院と来島診療所では、４月１日から院外処方を始めています。
同病院・診療所の受付では、外来診察後に「院外処方せん」をお渡しします。
「処方せん」を保険薬局にお持ちになり、お薬を受け取ってください。
■
　飯南病院　�℡７２・０２２１
　来島診療所　℡７６・２３０９

納  付  方  法

 （1月分：翌月末納付期限）

 （1月分：当月末引き落とし）

 （6ヶ月分前納：10月～3月分）

 （6ヶ月分前納：10月～3月分）

 （1年分前納：4月～3月分）

 （1年分前納：4月～3月分）

金　　額　　等

  　　　　 

  　　　　 　※申請書処理後、翌月から口座振替を開始します。

  　　　　 　※10月末が納付期限です。

  　　　　 　※手続きは8月末日までに各社会保険事務所へご連絡ください。

  　　　　 　※平成21年度は4月30日が納付期限です。

  　　　　 　※平成21年度は締め切りました。
　　　　　 　  　   ※平成22年度は、平成22年2月26日までに手続きを行ってくださ　
　　　　　　　　　い。（注：金額は21年度分です）

■お問い合せ　住民課税務保険担当　℡７６・２２１３�

農 作 業 賃 金 �

田 の 部 �

畑 の 部 �

上 田 �
中 田 �

下 田 �

育 苗 料 金 �

耕うん作業料金�

田植え作業料金�

防除作業料金�

刈取作業料金�

乾燥・籾摺料金�

コンバイン�

荒起し�

荒　代�

植　代�

施肥付き�

施肥なし�

水和剤�

粉　剤�

こ
の
表
は
、賃
金
・
料
金
を
支
払
う
目
安
と
す
る
金
額
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

作
業
料
金
は
消
費
税
込
み
の
金
額
で
す
。

軽作業～一般農作業�

水稲10a当り収穫量500kg

水稲10a当り収穫量420kg

受託者が種子持ち  運搬費は含まない�

肥料は委託者持ち�

農薬は委託者持ち�

紐は委託者持ち 受託者が周辺刈り�
結束は5,000円増し 湿田、倒伏は加算あり�

忘れずに�納付しよう！�

※この標準小作料は、契約の際の目安となるものです。実情を勘案し、貸し手と借り手双方で話し合って料金を
決定してください。　※標準小作料については、玄米の物納も可能です。　※平成21年4月1日から適用します。




